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4 か月児健診、1 歳 6 か月児健診、そして 3 歳児健診
を集団健診として行っています。少し古いデータです
が、平成 12 年度の保健衛生年報によると、受診率は、













































































































































































山市内で「ことばの教室」は、小学校 56 校（4 分校
を含む）、児童数 20,850 人（平成 15 年 5 月 1 日のデ
ータから）に対して 3 クラスあるだけです。しかも、
1 つのクラスで、最大 20 名しか対応できませんから、
最大でも 60 名の子どもに対応できるだけです。文部
科学省のデータによれば、和歌山市内の小学校では、

























































































































































































































































年 2 月 3 日に行われました和歌山県教育実践研究会に
おける「教育臨床」研究分科会での発表内容を参考に
させていただきました。中学校、高校では、小学校と
は若干異なる指導あるいはネットワークが必要になる
と考えられますが、別稿にて論じたいと思います。最
後に、本稿で取り上げることができなかった各種機関
もあると思われますが、この場を借りてお詫び申し上
げますとともに、可能であれば訓練・診療内容などお
知らせいただきますよう、お願いいたします。本研究
の一部は、平成 15 年度科学研究費補助金（課題番号
16390182）を使用して行いました。
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